
温湿度センサSHT31モジュールを使用する際
の注意点

この文書はSHT31モジュールをArduinoに接続する時の取り扱い
について、注意点を記載したものです。

書籍「ICT農業の環境制御システム制作」のP79にある説明でも
ストロベリー・リナックス社のモジュールのアドレス設定の
説明が抜けていましたのでここで補足させていただきます。



ストロベリー・リナックスのSHT31
モジュールを使うときの注意点

ストロベリー・リナックス

SHT-31モジュール

GNDへ

SDAへ

SCLへ

5Vへ

このアドレス設定ピンをつなぐ必要がある
（アドレスを0x44に設定）

Arduinoへの配線

ストロベリー・リナックスのSHT31モジュール
を使用する場合、アドレス設定ピンをGNDに接続する
必要がある。これでアドレスが0x44に固定される。

SHI31にはアドレス設定ピンがあり、これで
I2Cアドレスを設定する必要がある。

このモジュールでアドレス設定ピンをオープン(どこに
も接続しない状態)にしてはいけない。

https://strawberry-linux.com/catalog/items?code=80031


標準と違うアドレスのSHT31を使う場合

UARDECSのサンプルプログラムはSHT31のアドレ
スを0x44としているが、違うアドレスで使用す
る場合は、図のsht3x.begin();のカッコ内にアド
レスを指定することができる。

秋月電子AE-SHT31などはデ
フォルトアドレスが0x45に
なっている。


